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　副議長として、議長を補佐
していくことはもちろんのこ
と、新しい安曇野市議会が、
市民の皆さまから、少しでも
身近に感じていただけるよう、
様々な取り組みに挑戦してい
きたいと思います。

　生き方、考え方、政治信条の異
なる 22 人がそれぞれの多様性を
発揮し、その中から本質を見出す
議会を築

き ず

いていきたいと思います。
　議決機関である議会の責任を果
たし、政策提言機能を磨

み が

いて行政
との「善

ぜ ん せ い き ょ う そ う

政競争」を進め、市民に
身近で信頼される議会を目指し、
安曇野のより良い今と未来に向け
て、力を尽くしてまいります。

議長　増 田 望三郎副議長　中 村 今朝子

 新しい正副議長＆常任委員会メンバー　　　が決まりました！

◎…委員長　　〇…副委員長議会運営委員会

　過日執行された市議会議員選挙を経て、安曇野市議会は新しい
メンバーとなりました。それに伴

ともな

い、委員会構成も変わりました。
ここでは２ページにわたり、新たな委員会構成（３つの常任委員
会、議会運営委員会、議会広報特別委員会、議会改革推進委員会、
安曇野市議会 ICT 活用に関する研究会）をご紹介いたします。

　地方自治法および委員会条例の規定に基
も と

づき設置され、本会議の進行、および日程調整と議会規
則にかかわる協議や、請願・陳情の調整を行い、複雑化する議会運営の円滑化を図

は か

ります。

議会改革推進委員会

（後列）　臼井 泰彦 / 一志 信一郎 / 遠藤 武文
　　　　大竹 啓正 / 林　 孝彦 / 小林 　浩

（前列）　平林 　明 / ◎辻谷 洋一 / ○吉澤 茉帆 / 内川 集雄

　市民に親しみやすく分かりやすい議会を目指
し、議会報告会や議員の勉強会、市民との交流
を通じて、議会改革を協議・推進しています。

議会広報特別委員会

（後列）　高橋 　健 / 菊池 久美子 / 木船 潤一
　　　　今井 美智子 / 野部 知江 / 田口 貞夫

（前列）　中村 芳朗 / ○増井 裕壽 / ◎矢澤 毅彦 / 丸山 健太

　定例会ごとの議会活動を、市民にわかりやすく
伝えるための委員会です。広報紙「議会だより」
の内容や構成を検討し、読みやすく親しみのある
紙面づくりを目指して、編集と発行を行っています。

（後列）　田口 貞夫 / 内川 集雄 / 臼井 泰彦 / 林　 孝彦 / 矢澤 毅彦
（前列）　平林 　明 / ◎大竹 啓正 / ○辻谷 洋一

（令和7年10月29日第一回臨時会時点）
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 新しい正副議長＆常任委員会メンバー　　　が決まりました！
特集

総務環境委員会
　行政運営や財政、まちづくり、防災・危機管理、
税や選挙、市民生活、環境など、市政の根

こ ん か ん

幹に
関わる幅広い分野を所管しています。議案審査
や行政事務の調査を通じて、安心して暮らせる
まちづくりを支える委員会です。

（後列）　中村 今朝子 / 木船 潤一 / 臼井 泰彦 / 田口 貞夫
（前列）　平林 明 / ◎矢澤 毅彦 / ○内川 集雄

福祉教育委員会
　福祉部・保健医療部・教育部の三部門を所管
し調査するとともに、議案等を専門的に審査す
る部門とされています。市民の皆さんにとりま
しても、極めて身近な事案の審査をしています。

（後列）　今井 美智子 / 菊池 久美子 / 野部 知江 / 吉澤 茉帆
（前列）　丸山 健太 / ◎大竹 啓正 / ○増井 裕壽

経済建設委員会
　農林部・都市建設部・商工観光スポーツ部・
上下水道部を所管し、産業や観光の振興、都市
計画・道路河川など公共施設の保守点検を促

うなが

し、
市民に安心安全な生活環境を整え、更なる発展
を後押ししていきます。

（後列）　林　 孝彦 / 遠藤 武文 / 高橋 　健 / 小林 　浩
（前列）　一志 信一郎 / ◎中村 芳朗 / ○辻谷 洋一

安曇野市議会ICT活用に関する研究会
　安曇野市議会では、ICT を活用した議会運営の効率化に取り組んでいます。議長諮

し も ん

問でもあ
るオンライン会議や、情報発信なども検討していきます。
◎丸山 健太 / ○矢澤 毅彦 / 小林 　浩 / 田口 貞夫 / 増井 裕壽 / 中村 今朝子
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　令和７年 10 月 12 日の選挙で第６
期安曇野市議会議員が選出されまし
た。前回選挙の時より平均年齢は 2 歳
以上若くなり、新人からベテランまで
みな張り切っています。見かけたら気
軽にお声がけください。

丸山 健太 / １期
まるやま けんた
①無
②明科中川手5819-1
③ 090-2020-6216

詳細はこちら
（市議会HP）

※所属常任委員会およ
び特別委員会につい
ては 2、3 ページを
ご覧ください。ここ
に掲載の情報は令和
７年 12 月 1 日現 在
のものです。

左上から右下にかけて議席番号順

氏名 / 期数
①所属会派
  (　) は所属政党
②住所
③電話番号
④その他

小林 　浩 /1 期
こばやし ひろし
①無
②豊科 2144-2
③ 75-6579

菊池 久美子 /1 期
きくち くみこ
①無（日本共産党）
②穂高有明 7944-3 
③ 83-7221

田口 貞夫 /1 期
たぐち さだお
①無
②穂高有明 7141-1
③ 83-2424

高橋 　健 /1 期
たかはし けん
①無
②豊科田沢 6478
③ 73-4773

今井 美智子 /1 期
いまい みちこ
①無（日本維新の会） 
②豊科南穂高 5107 
③ 080-9063-9659

木船 潤一 /1 期
きぶね じゅんいち
①無（参政党）
②豊科高家 127
③ 72-1585

野部 知江 /1 期
のべ ちえ
①無 ( 公明党）
②堀金烏川 3496-10
③ 090-1869-2825

吉澤 茉帆 /1 期
よしざわ まほ
①無
②穂高 1049-9
③ 75-9240
④都市計画審議会委員

遠藤 武文 /2 期
えんどう たけふみ
①無
②穂高有明 1827-6
③ 83-2589
④監査委員

矢澤 毅彦 /2 期
やざわ たけひこ
①無
②豊科 5184-4
③ 090-9357-0802

中村 芳朗 /2 期
なかむら よしろう
①無
②三郷温 2045-2
③ 77-3800
④都市計画審議会委員

大竹 啓正 /2 期
おおたけ ひろまさ
①無
②堀金三田 1393-8
③ 73-2214

辻谷 洋一 /2 期
つじたに よういち
①無
②穂高 4507-1
③ 87-6874
④都市計画審議会委員

増井 裕壽 /2 期
ますい ゆうじゅ
①会派アヅミライ
②穂高北穂高 2293-1
③ 090-5562-1009

臼井 泰彦 /3 期
うすい やすひこ
①無（日本共産党）
②堀金三田 1160-5
③ 73-4465

一志 信一郎 /4 期
いっし しんいちろう
①会派アヅミライ
②堀金三田 486-1
③ 72-3228

平林 　明 /4 期
ひらばやし あきら
①無
②穂高柏原 3040-ロ
③ 82-4574

林 　孝彦 /4 期
はやし たかひこ
①無
②豊科南穂高 533-7
③ 73-2629

内川 集雄 /5 期
うちかわ しゅうお
①会派アヅミライ
　（国民民主党）
②豊科光 1887-1
③ 71-2231

中村 今朝子 /4 期
なかむら けさこ
①無（公明党）
②穂高柏原 1821
③ 82-6456
④副議長

増田 望三郎 / 4 期
ますだ ぼうざぶろう
①無
②三郷小倉 4073-2
③ 77-6118
④議長

新体制！安曇野市議会
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令和7年 12月定例会   12月定例会で審議した結果です
      産業・経済・観光・水道

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

101号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例

原案
可決

102号 安曇野市の適正な土地利用に関する条例の一部を改正
する条例

103号 安曇野市都市計画法第 33 条第３項の規定に基づく開
発行為に係る制限の強化・緩和に関する条例

112号 令和７年度安曇野市水道事業会計補正予算（第２号）

116号 安曇野市・松本市山林組合の解散等に関する協議について

117号 安曇野市土地利用基本計画の変更について

118号 地区土地利用計画の策定について
（三郷一日市場東村地区関係）

119号 地区土地利用計画の策定について
（北穂高産業団地関係）

120号 市道の廃止について

121号 市道の認定について

128号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市三郷やすらぎ空間施設）

129号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市長峰山森林体験交流センター）

130号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市かじかの里公園）

131号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科安曇野の里自然活用村　プラザ安曇野）

132号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷
農林漁業体験実習館及び安曇野市三郷室山研修施設）

133号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科安曇野の里自然活用村）

134号 公の施設の指定管理者の指定について
（ほりでーゆ～四季の郷及び周辺施設）

135号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市マウンテンバイクコース等）

142号 令和７年度安曇野市水道事業会計補正予算（第３号）

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

28号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（公用車事故に関すること） 受理

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

100号 地方自治法の改正に伴う関係条例の整理に関する条例

原案
可決

108号 令和７年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

113号 令和７年度安曇野市立中学校電子黒板等購入に係る
売買契約について

114号 令和４年度（明許繰越）三郷小学校長寿命化改良工
事建築主体工事変更請負契約について

115号 令和４年度（明許繰越）三郷小学校長寿命化改良工
事電気設備工事変更請負契約について

136号 安曇野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を
改正する条例

137号
安曇野市一般職の職員の給与に関する条例及び安曇
野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部を改正する条例

138号 安曇野市会計年度任用職員の給料等及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

139号 令和７年度安曇野市一般会計補正予算（第５号）

143号 令和６年度（債務負担行為）三郷堆肥センター解体
工事変更請負契約について

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

104号 安曇野市郷土資料館条例の一部を改正する条例

原案
可決

105号 児童福祉法等の一部を改正する法律等の施行に伴う関
係条例の整備に関する条例

106号 安曇野市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例

107号 安曇野市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例

109号 令和７年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

110号 令和７年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

111号 令和７年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第３号）

122号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科社会就労センター）

123号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市穂高社会就労センター）

124号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市三郷社会就労センター）

125号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市明科社会就労センター）

126号
公の施設の指定管理者の指定について

（安曇野市堀金総合福祉センター（老人福祉センター）
及び安曇野市堀金保健センター）

127号
公の施設の指定管理者の指定について

（安曇野市明科総合福祉センター（福祉センター・陶
芸作業所）及び安曇野市明科保健センター）

140号 令和７年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

141号 令和７年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第４号）

      請願・陳情
請願・陳情

番号 件　　　　　　　名 結果

陳情
８号

診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等
報酬 10％以上の引き上げを求める陳情書 採択

陳情
９号

豊科地区ホテル建設計画に関する十分な説明
と住民意見の反映を求める陳情書 不採択

陳情
10号

「消費税減税を求める意見書」の提出を求める
陳情書 採択

陳情
11号 私立高等学校に対する公費助成をお願いする陳情書

陳情
12号

穂高地区における高層ホテル建設計画に
関する陳情書 不採択

      議員提出議案
提出
番号 件　　　　　　　名 結果

８号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等
報酬 10％以上の引き上げを求める意見書 原案

可決
９号 消費税減税を求める意見書

10 号 東京電力柏崎刈羽原発６、７号機の再稼働の
見直しと近隣県民の意思の確認を求める意見書 否決

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

144号 安曇野市等公平委員会委員の選任について 同意
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令和７年
12月定例会

陳
情
第
９
号

豊
科
地
区
ホ
テ
ル
建
設
計
画
に
関
す
る
十
分
な

説
明
と
住
民
意
見
の
反
映
を
求
め
る
陳
情
書

不採択

　
中
村 

今
朝
子

　
吉
澤 

茉
帆

反
対
の
意
見

　

当
該
計
画
は
法
令
を
順
守
し
て

進
め
ら
れ
て
お
り
、
行
政
が
追
加
指

導
を
行
う
根
拠
は
な
く
、
開
発
済
の

準
工
業
用
地
の
た
め
行
政
指
導
は
困

難
で
、議
会
関
与
は
公
平
性
を
欠
く
。

　

法
的
根
拠
が
な
く
て
も
、
市
を

通
し
て
業
者
へ
丁
寧
に
お
願
い
し

て
い
く
過
程
が
あ
っ
て
も
い
い
。
で

き
る
だ
け
地
域
住
民
と
折
り
合
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
林
　 
孝
彦

賛
成
の
意
見

議
案
第
１
３
９
号

安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

可決

　
臼
井 

泰
彦

反
対
の
意
見

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
個
人

情
報
侵
害
と
監
視
強
化
を
招
き
、

廃
止
す
べ
き
制
度
で
あ
る
。

　

国
制
度
へ
の
対
応
で
全
額
補

助
対
象
と
な
り
、
更
新
増
加
へ
の

職
員
負
担
軽

減
に
資
す
る
。

　
中
村 

今
朝
子

賛
成
の
意
見

議
員
提
出
第
10
号

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
６
、７
号

機
の
再
稼
働
の
見
直
し
と
近
隣
県
民

の
意
思
の
確
認
を
求
め
る
意
見
書

不採択

　
安
全
性
確
認
と
地
元
同
意
が

進
む
中
で
今
意
見
書
を
出
す
合

理
性
は
な
く
、
地
元
判
断
を
尊

重
す
べ
き
で
あ
る
。

　
原
発
事
故
の
影
響
は
広
域
に

お
よ
ぶ
た
め
、
立
地
県
に
限
ら

ず
近
隣
県
民
の
意
思
確
認
が
必

要
で
あ
る
。

　
中
村 

今
朝
子

　
内
川 

集
雄

反
対
の
意
見

　
木
船 

潤
一

賛
成
の
意
見

議
案
第
１
３
９
号

安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

可決

　
臼
井 

泰
彦

反
対
の
意
見

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
徴

ち
ょ
う
ぜ
い税

強
化
や
給
付
削
減
、
情
報
の
企
業

開
放
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
懸

念
が
あ
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
有
率
が
８
割

を
超
え
更
新
期
を
迎
え
る
中
、
職

員
の
負
担
軽
減
と
人
件
費
削
減
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
必
要
。

　
小
林 

　
浩

賛
成
の
意
見

陳
情
第
８
号

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
及
び
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
10
％
以
上
の
引
き

上
げ
を
求
め
る
陳
情
書

採択

　
一
律
10
％
引
き
上
げ
や
全
額
公

費
負
担
は
根こ

ん
き
ょ拠
や
定
義
が
不
明
確

で
あ
り
、
財
源
の
裏
付
け
も
乏と

ぼ

し

く
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
性
を

損
な
う
恐
れ
が
あ
る
。

　
物
価
高
と
賃
金
格
差
に
よ
り
医

療
・
介
護
人
材
の
流
出
が
深し

ん
こ
く刻
化
し

て
お
り
、
地
域
医
療
を
維
持
す
る
た

め
に
は
国
の
責
任
に
よ
る
10
％
以
上

の
報
酬
引
上
げ
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
辻
谷 

洋
一

　
矢
澤 

毅
彦

反
対
の
意
見

　
林
　 

孝
彦

　
増
井 

裕
壽

　
臼
井 

泰
彦

賛
成
の
意
見

～令和７年度一般会計補正予算の主な内容～
議案第108号　令和 7年度安曇野市一般会計補正予算（第 4号）	 補正総額：８億 8,900 万円
障がい福祉サービス費および障がい児通所支援費の増額	 補正額：　３億 7,908 万円
三郷・堀金児童館遊戯室空調設置工事費の計上等	 補正額：　　　3,413 万円

議案第139号　令和 7年度安曇野市一般会計補正予算（第 5号）	 補正総額：５億 5,400 万円
物価高対応給付金支給事業補助金を活用した子育て世帯への給付金	 補正額： 　　３億 37万円
令和８年１月 18日施行の安曇野市長選挙に係る経費の計上	 補正額：　　　6,885 万円

令和７年11月27日から12月19日まで開催され、報告１件、議案45件、陳情５件、
議員提出議案３件を審議しました。主な議案と討論をご紹介します。

総
務
環
境
委
員
会
に
お
け
る
討
論

（12/19）
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師走議会　これが、新議会・初“白熱”討論
議論して、議論して、議論して、議論してまいります！

議案第144号	 公平委員の選任について　笠
かさい

井 明
あきら

氏、宮
みやい

井 麻
ま ゆ こ

由子氏、金
かない

井 恒
つね と

人氏に同意しました。
選挙管理委員および補充員の選挙
選挙管理委員	 赤

あかはね

羽 篤
あつし

氏、三
さえぐさ

枝 光
みつのり

徳氏、曽
そやま

山 慶
けいいち

一氏、丸
まるやま

山 律
りつ こ

子氏
補充員	 藤

ふじさわ

澤 量
かず み

美氏、米
よねくら

倉 剛
つよし

氏、犬
いぬかい

養 繁
しげる

氏、水
みずたに

谷 一
いちろう

郎氏　らが当選しました。

人事案件について

陳
情
第
10
号

「
消
費
税
減
税
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
陳
情
書

採択

　
大
竹 

啓
正

　
辻
谷 

洋
一

　
野
部 

知
江

反
対
の
意
見

　
消
費
税
は
社
会
保
障
を
支
え
る

重
要
財
源
で
あ
り
、
代だ

い
た
い替
財
源
が

示
さ
れ
な
い
減
税
は
将
来
世
代
へ

の
負
担
を
増
大
さ
せ
、
制
度
の
安

定
性
を
損
な
う
。

　
消
費
税
は
逆ぎ

ゃ
く
し
ん
せ
い

進
性
が
強
く
、
物

価
高
に
よ
り
生
活
が
圧
迫
さ
れ
る

中
、
減
税
は
市
民
生
活
を
直
接
支

え
る
有
効
な
対
策
で
あ
り
、
国
に

判
断
を
求
め
る
意
義
は
大
き
い
。

　
増
井 

裕
壽

　
林 

　
孝
彦

　
臼
井 

泰
彦

　
内
川 

集
雄

賛
成
の
意
見

陳
情
第
12
号

穂
高
地
区
に
お
け
る
高
層
ホ
テ
ル

建
設
計
画
に
関
す
る
陳
情
書

不採択

　
大
竹 

啓
正

　
矢
澤 

毅
彦

　
小
林 

　
浩

反
対
の
意
見

　
既
に
法
的
手
続
き
は
完
了
し
て

お
り
、
特
定
事
業
へ
の
議
会
関
与

は
公
平
性
を
損
な
い
、
行
政
運
営

に
混
乱
を
招ま

ね

く
恐
れ
が
あ
る
。

　
景
観
や
地
下
水
は
市
民
共
有
の

財
産
で
あ
り
、
将
来
へ
の
影
響
を

考こ
う
り
ょ慮
す
れ
ば
、
事
業
者
に
よ
る
再

説
明
や
市
を
通
じ
た
慎
重
な
対
応

を
求
め
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。

　
増
井 
裕
壽

　
林 

　
孝
彦

　
臼
井 

泰
彦

　
吉
澤 

茉
帆

賛
成
の
意
見

議
員
提
出
第
８
号

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
及
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
報
酬
10
％
以
上
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

採択

　
辻
谷 

洋
一

反
対
の
意
見

　
一
律
引
き
上
げ
は
現
場
の
実
態

に
合
致
せ
ず
、
全
額
公
費
負
担
も

現
実
的
で
は
な
く
、
財
源
確
保
の

議
論
が
不
十
分
で
あ
る
。

　
政
府
の
責
任
に
よ
る
医
療
や
介

護
、
福
祉
事
業
の
安
定
的
な
維
持

発
展
と
、
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働
者

の
処
遇
改
善
が
必
要
だ
と
考
え

る
。

　
林
　 

孝
彦

賛
成
の
意
見

議
員
提
出
第
９
号

消
費
税
減
税
を
求
め
る
意
見
書

採択

　

減
税
の
恩お

ん
け
い恵
は
偏へ

ん
ざ
い在
し
や
す

く
、
社
会
保
障
や
地
方
財
政
へ
の

影
響
が
大
き
い
た
め
、
慎
重
な
検

討
が
求
め
ら
れ
る
。

　
多
く
の
市
民
、
国
民
が
物
価
高

で
苦
し
ん
で
い
て
、
消
費
税
減
税

を
望
ん
で
い
る
。
特
に
、
所
得
の

低
い
人
に
は
大
変
。
市
民
、
国
民

の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
必
要
。

　
野
部 

知
江

　
大
竹 

啓
正

反
対
の
意
見

　
林
　 

孝
彦

賛
成
の
意
見

議
員
提
出
第
10
号

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
６
、７
号
機
の
再
稼
働
の

見
直
し
と
近
隣
県
民
の
意
思
の
確
認
を
求
め
る
意
見
書

不採択

　
辻
谷 

洋
一

　
増
井 

裕
壽

　
野
部 

知
江

　
矢
澤 

毅
彦

　
内
川 
集
雄

反
対
の
意
見

　
再
稼
働
判
断
は
国
と
立
地
自
治
体

の
権
限
で
あ
り
、
市
議
会
の
意
見
書

提
出
は
適
切
で
な
い
。

　
原
発
事
故
は
広
域
被
害
を
お
よ

ぼ
す
た
め
、
近
隣
県
民
を
含
め
た

安
全
説
明
と
意
思
確
認
が
必
要
で

あ
る
。

　
吉
澤 

茉
帆

　
遠
藤 

武
文

　
木
船 

潤
一

賛
成
の
意
見
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５
・
７
・
21
ペ
ー
ジ
へ

常任委員会報告

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
議
案
６
件
、
陳
情
１
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

答 問
第
９
分
団
第
１
部
、
第
３
部
の
統
合
に
お
け
る

既
存
施
設
と
土
地
は
ど
う
な
る
の
か
。

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
後
に
解
体
し
、
両
施
設
と
も

借
用
地
の
た
め
所
有
者
に
返
還
す
る
。

総
務
環
境

　
消
防
施
設
費
の
穂
高
地
域
統
合
詰
所
事
業

常任委員会の録画配信は、各委員会
ページに掲載の二次元コードからご覧
いただけます→

議案第108号

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

第９分団第１部

第９分団第３部

　
穂
高
墓
地
公
園
合が
っ
そ
う
ぼ

葬
墓
建
設
に
伴と
も
なう
駐
車
場
増
設

問
穂
高
墓
地
公
園
の
駐
車
場
を
拡か

く
ふ
く幅

す
る
位
置
と

許
容
台
数
は
ど
の
く
ら
い
確
保
さ
れ
る
か
。

答
必
要
と
な
る
駐
車
場
面
積
を
確
保
の
た
め
、
新

た
に
墓
地
北
側
の
烏
川
河
川
敷
付
近
に
駐
車
場

50
台
分
を
増
設
す
る
。
河
川
法
第
五
十
五
条
に

よ
る
河
川
許
可
が
必
要
と
な
る
た
め
、
周
辺
の

地ち
せ
き籍
測
量
に
よ
る
地
籍
測
量
図
委
託
料
の
増
額

が
必
要
と
な
る
。

問
新
し
く
で
き
る
合
葬
墓
の
容
量
は
。

答
個
別
埋
葬
と
共
同
埋
葬
が
あ
り
、
現
在
の
８
０
０

体
収
納
か
ら
１
２
０
０
体
と
し
、
４
０
０
体
を
増

や
す
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

現在の穂高墓地公園の様子

　
ふ
る
さ
と
寄き

ふ附
サ
イ
ト
使
用
料

問
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
使
用
料
が
１
２
０
０
万
円
と

あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答
寄
附
は
全
国
か
ら
集
ま
る
が
、
そ
の
受
け
付
け

は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
経
由
が
ほ
と
ん
ど
。
経
由

に
伴と

も
ない
手
数
料
と
し
て
10
％
程
度
が
必
要
経
費

と
し
て
か
か
る
。

陳情第10号
「
消
費
税
減
税
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書

　
陳
情
概
要

こ
こ
数
年
の
物
価
上
昇
は
驚
く
ば
か
り
だ
。
日
本
の
軽

減
税
率
は
８
％
で
あ
る
一
方
、
欧
州
等
で
は
食
料
品
が

非
課
税
の
国
も
あ
る
。
国
の
２
０
２
４
年
の
所
得
状
況

調
査
で
は
、
３
０
０
万
円
未
満
の
生
活
者
が
35
・
５
％

あ
り
、
勤
労
所
得
と
個
人
住
民
税
は
比
率
で
上
昇
す
る

こ
と
は
明め

い
り
ょ
う瞭だ
が
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
逆ぎ

ゃ
く
し
ん
せ
い

進
性
（
所

得
に
関
わ
ら
ず
一
律
課
さ
れ
る
負
担
割
合
）
が
は
っ
き

り
表
れ
て
い
る
。
生
活
困こ

ん
き
ゅ
う窮
者
だ
け
で
な
く
、
物
価

高
に
苦
し
ん
で
い
る
多
く
の
国
民
、
市
民
の
助
け
に
な

る
よ
う
消
費
税
減
税
を
求
め
る
。

中
村 

今
朝
子
　
平
林
　 

明 

田
口 

貞
夫

反
対
の
意
見

　
社
会
保
障
の
財
源
確
保
が
必
要
、
全
体
の
消
費
税
減

税
は
反
対
、消
費
税
に
代
わ
る
財
政
面
の
確
保
が
必
要
。

内
川 

集
雄
　
木
船 

潤
一

臼
井 

泰
彦

賛
成
の
意
見

　
下
げ
る
方
向
で
５
％
が
妥
当
、
逆
進
性
を
重
視
、
物

価
高
に
対
し
消
費
税
減
税
の
意
見
が
多
い
。

トピック

第６期 総務環境委員会新メ
ンバーによる審査風景

答 問
新
し
い
詰
所
用
地
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

穂
高
消
防
署
の
南
側
、
町
尻
公
園
付
近
を
予
定

し
て
い
る
。

12 月 19 日討論については、6 ページ参照
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ペ
ー
ジ
へ

５
・
６
・
21

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
議
案
17
件
、
陳
情
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

福
祉
教
育

答 問
子
ど
も
相
談
員
、
作さ

ぎ
ょ
う
り
ょ
う
ほ
う
し

業
療
法
士
等
の
時
間
外
増

額
の
要
因
は
？

会
計
年
度
任
用
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
が
増
加

し
た
主
な
要
因
は
、
学
校
へ
出
向
き
、
先
生
方
と

児
童
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
を
、
学
校
側
の
業
務

外
時
間
に
対
応
し
て
行
う
機
会
が
増
え
た
た
め
。

　
子
ど
も
相
談
員
に
つ
い
て

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

常任委員会報告

常任委員会の録画配信は、各委員会
ページに掲載の二次元コードからご覧
いただけます→

議案第108号

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

答 問
現
在
、
市
が
負
担
し
て
い
る
指
導
者
へ
の
謝し

ゃ
き
ん金

に
つ
い
て
、
将
来
的
な
保
護
者
負
担
移
行
を
見

据す

え
、
指
導
者
確
保
と
保
護
者
の
負
担
軽
減
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
考
え
る
か
。

地
域
ク
ラ
ブ
の
将
来
的
な
保
護
者
負
担
額
に
つ

い
て
、
令
和
７
年
度
中
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化

庁
が
具
体
的
な
方
針
を
示
す
予
定
。
そ
の
国
の

金
額
や
、
地
域
の
実
証
結
果
に
基も

と

づ
き
、
必
要

な
経
費
や
指
導
者
謝
金
を
見
定
め
、
最
終
的
な

負
担
方
法
を
検
討
す
る
。

　
穂
高
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
水
漏
れ
に
つ
い
て

問
３
８
９
万
円
を
指
定
管
理
料
で
上
乗
せ
と
あ
っ

た
が
こ
れ
は
漏ろ

う
す
い水
分
と
い
う
こ
と
か
。

答
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
７
年
６
月
に
か
け
て
漏

水
量
が
増
加
し
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

増
額
分
を
指
定
管
理
料
と
し
て
補
助
す
る
も
の
。

陳情第８号

診し
ん
り
ょ
う療
報ほ

う
し
ゅ
う酬
・
介か

い
ご
ほ
う
し
ゅ
う

護
報
酬

及
び
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
報
酬
10
％
以
上
の

引
き
上
げ
を
求
め
る

陳
情
書

　
陳
情
概
要

医
療
・
介
護
・
福
祉
報
酬
を
１
年
前
倒
し
で
各
10
％
以

上
引
き
上
げ
、
２
０
２
５
年
度
中
に
全
額
公
費
で
賃
上

げ
支
援
を
実
施
す
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
。

問
報
酬
引
き
上
げ
を
「
10
％
以
上
」
と
設
定
し
た

理
由
は
。

答
医
療
・
介
護
労
働
者
の
目
標
賃
上
げ
（
３
万
円

～
５
万
円

\

人
）
を
恒こ

う
き
ゅ
う久
的
に
保
障
す
る
た
め

に
は
、
２
０
２
４
年
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

（
約
２・
３
％
）
で
は
不
十
分
。
そ
の
た
め
、
診

療
報
酬
を
全
体
と
し
て
10
％
以
上
引
き
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
患
者
負
担
増
を
防
ぎ

つ
つ
賃
上
げ
を
実
現
す
る
た
め
、
医
療
機
関
の

非
課
税
に
よ
る
仕
入
れ
消
費
税
や
公
共
料
金
に

対
し
て
、
国
が
直
接
公
費
支
援
を
行
う
こ
と
を

求
め
る
。

陳情第11号

私
立
高
等
学
校
に
対
す

る
公
費
助
成
を
お
願
い

す
る
陳
情
書

　
陳
情
概
要

私
立
高
校
の
経
常
費
・
教
育
施
設
補
助
金
の
継
続
増
額

と
、
募
集
・
広
報
活
動
へ
の
支
援
・
協
力
を
求
め
る
。

　
執
行
部
側
へ
の
質
疑

問
「
私
学
の
自
由
」
や
「
自
己
負
担
が
原
則
」
と
い

う
意
見
も
あ
る
が
、
公
費
支
援
を
求
め
る
こ
と

に
対
し
、
そ
う
し
た
客
観
的
な
声
や
懸け

ね
ん念
に
は

ど
の
よ
う
に
応
え
る
の
か
。

答
高
校
生
の
進
路
選
択
は
、
私
立
・
公
立
問
わ
ず

生
徒
自
身
の
希
望
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
行
政

が
立
ち
入
る
べ
き
で
は
な
い
。
行
政
と
し
て
は
、

小
中
学
校
段
階
で
学
力
を
向
上
さ
せ
、
生
徒
の

進
学
の
道
を
狭せ

ば

め
な
い
よ
う
努つ

と

め
る
こ
と
が
役

割
だ
と
考
え
る
。

トピック
安曇野市リビングウィル

（事前指示書）ができました！

　もしもの時の
ために自分の希
望する医療やケ
アについて、書
面（リビングウィ
ル）に明記する
ことができます。
状況に応じて随
時見直すことが

大切です。ご家族や大切な人に思い
を伝え共有しておくことが大事です。
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議案第101号

常任委員会報告

５
～
７
・
21

安
曇
野
市
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 経

済
建
設
委
員
会
で
は
、
議
案
21
件
、
陳
情
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

ペ
ー
ジ
へ

指
定
管
理
者
か
ら
、
利
用
料
金
を
改
定
し
て
ほ

し
い
旨
の
話
が
あ
っ
た
の
か
。

答 問
施
設
の
利
用
促そ

く
し
ん進
を
図は

か

る
た
め
、
開
設
当
初
か

ら
低
額
な
料
金
設
定
を
し
て
い
た
。
そ
の
た
め

利
用
者
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
の
修
理
費
な
ど
維い

じ持
管
理
経
費
が
嵩か

さ

み
、
収
支
が
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
う
状
況
に
あ

る
。
そ
こ
で
、
収
支
改
善
を
目
的
に
受
益
者
負

担
を
お
願
い
す
る
も
の
。

経
済
建
設

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
の
使
用
料
引
上
げ
に
つ
い
て

陳情第９号

豊
科
地
区
ホ
テ
ル
建
設

計
画
に
関
す
る
十
分
な

説
明
と
住
民
意
見
の
反

映
を
求
め
る
陳
情
書

　
陳
情
概
要

市
は
事
業
者
に
対
し
て
、次
の
こ
と
を
指
導
す
る
こ
と
。

①
再
度
十
分
な
時
間
を
確
保
し
た
説
明
会
の
開
催

②
住
民
の
声
を
踏ふ

ま
え
た
誠
実
な
対
応

③
交
通
、
騒
音
、
景
観
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
住
民

と
の
協
議
を
継
続
的
に
行
う
場
の
設
定

常任委員会の録画配信は、各委員会
ページに掲載の二次元コードからご覧
いただけます→

遠
藤 

武
文

反
対
の
意
見

　
利
用
料
金
収
入
や
維
持
管
理
経
費
を
、
あ
ら
か
じ
め

想
定
し
た
上
で
、指
定
管
理
料
を
決
め
て
い
る
は
ず
だ
。

し
た
が
っ
て
、
維
持
管
理
経
費
の
増
加
分
は
、
指
定
管

理
料
の
中
で
賄ま

か
なわ
れ
る
べ
き
だ
。

小
林
　 

浩

賛
成
の
意
見

　
利
用
者
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
維
持
管
理
経
費

が
増
加
し
、
収
支
が
赤
字
と
な
る
状
況
だ
け
は
克こ

く
ふ
く服
す

べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
料
引
上
げ
に
伴と

も
なう

受
益
者
負
担
は
容
認
す
べ
き
だ
。

辻
谷 

洋
一
　
小
林
　 

浩

高
橋
　 

健

反
対
の
意
見

　
市
が
事
業
者
に
指
導
を
行
う
た
め
の
根こ

ん
き
ょ拠
が
、
法
律

や
条
例
に
な
く
、
願が

ん
い意
の
実
現
が
困
難
で
あ
る
。

林
　 

孝
彦

賛
成
の
意
見

　
法
的
根
拠
に
乏と

ぼ

し
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
業

者
に
も
う
少
し
丁
寧
に
お
願
い
し
て
い
く
と
い
い
。
建

設
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
よ
い
関
係
を
維
持
し
、
折
り

合
っ
て
ほ
し
い
。願
意
を
最
大
限
受
け
止
め
た
ら
い
い
。

陳情第12号

穂
高
地
区
に
お
け
る
高

層
ホ
テ
ル
建
設
計
画
に

関
す
る
陳
情
書

　
陳
情
概
要

市
は
事
業
者
に
対
し
て
、
次
の
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。

①
地
域
住
民
が
十
分
に
理
解
し
、
不
安
を
解
消
で
き
る

よ
う
、
丁て

い
ね
い寧
で
具
体
的
な
説
明
を
行
う
こ
と
。

②
地
下
水
条
例
の
理
念
に
基も

と

づ
き
、
地
下
水
・
湧
水
へ

の
影
響
を
適
切
に
評
価
す
る
調
査
を
行
う
こ
と
。

③
景
観
審
議
会
に
対
し
、
本
計
画
を
再
度
審
議
対
象
と

す
る
こ
と
。

一
志 

信
一
郎
　
遠
藤 

武
文

小
林
　 

浩
　
　
高
橋
　 

健

反
対
の
意
見

　
事
業
申
請
は
条
例
そ
の
他
の
関
係
法
令
に
則

の
っ
と

っ
て
審

査
さ
れ
て
お
り
、
市
が
事
業
者
に
対
し
て
調
査
の
実
施

を
求
め
る
根
拠
が
な
く
、願
意
の
実
現
が
困
難
で
あ
る
。

林
　 

孝
彦

賛
成
の
意
見

　
業
者
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
良
好
な
関
係
で
、
地
域

の
景
観
と
環
境
を
守
り
な
が
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
望
ん
で

い
る
と
思
う
。
法
令
を
尊
重
し
た
上
で
、
市
を
通
し
て

業
者
に
お
願
い
し
て
も
ら
う
プ
ロ
セ
ス
を
ま
だ
持
っ
て

い
て
も
い
い
と
考
え
る
。で
き
る
限
り
の
努
力
を
望
む
。

トピック
安曇野市・松本市山林組合の

解散について

　山林管理と茸
きのこ

山の貸付を主な事業とし
てきましたが、近年は松くい虫の影響で
山林が荒廃するとともに、夏場の高温に
よって松

まつたけ

茸の収穫量が激減し、事業の継
続が困難となりました。そこで、国・県
の補助金等を活用しながら、山林を計画
的かつ効率的に管理するた
め、本年 3 月末をもって組
合を解散し、安曇野市が市
有林として管理することに
なりました。
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市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い
!!

○
会
派
代
表
質
問
（
11
ペ
ー
ジ
）

○
一
般
質
問
（
12
～
20
ペ
ー
ジ
）

12 月
定例会

※
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
…
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
C
M
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
致
し
、
撮
影
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
の
こ
と
。

代表および一般質問通告書の取り下げ等について
以下の議員から市長逝去に伴

ともな

い 12 月定例会における代表および一般質問の取り下げがありました。

議員名 タイトル

大竹 啓正 ・公共施設維持管理の在り方について
・域共同体の崩壊を防ぐための仕組みづくりについて 全部

矢澤 毅彦 合併・市政施行 20 周年　歩みをこれからのまちづくりに生かす 一部

辻谷 洋一 経済対策について 一部

一志 信一郎
・魅力ある安曇野づくりについて（代表質問の関連質問）
・須砂渡トンネルの早期完成を
・後期基本計画の中間の年での、これまでの今年度の進捗状況と各施設効果並びに

今後の施策等について
一部

中村 芳朗 市長の２期目の市政（施策）等について 一部

会派代表質問

会派　アヅミライ  　内 川  集 雄
関連質問  　一 志  信一郎　増 井  裕 壽

市民生活支援と
交付金活用について

　
問	「
高
き
屋や

に
登
り
て
見
れ
ば
煙

け
む
り

立
つ
民た

み

の
か
ま
ど
は
に
ぎ
わ

い
に
け
り
」
物
価
高こ

う
と
う騰
が
長

期
化
す
る
中
で
、
子
育
て
世

帯
や
事
業
者
、
高
齢
者
な
ど

多
く
の
市
民
が
生
活
上
の
負

担
増
を
訴
え
て
い
る
。
国
の

交
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
て

か
ら
一
定
の
期
間
が
経た

つ
が
、

市
全
体
で
ど
の
よ
う
な
支
援

が
進
ん
で
い
る
か
。

代
理	

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
子

育
て
世
帯
へ
の
給
食
費
等
の

負
担
軽
減
、
事
業
者
の
省
エ

ネ
設
備
導
入
支
援
、
畜ち

く
さ
ん産

農

家
の
飼し

り
ょ
う料
負
担
軽
減
な
ど
を

継
続
実
施
し
て
い
る
。
事
業

は
現
在
進
行
中
で
あ
り
、
効

果
検
証
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、

物
価
高
騰
の
影
響
緩か

ん
わ和

に
一

定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
残
り
期
間

も
、
負
担
の
大
き
い
層
へ
的

確
に
支
援
が
届
く
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
る
。

	

小
説
「
安
曇
野
」
紹
介
動

	

画
の
制
作
進し

ん
ち
ょ
く捗
と
今
後

	

の
活
用
に
つ
い
て

　
問	

若
い
世
代
で
小
説
「
安
曇
野
」

の
認
知
度
が
低
い
中
、
理
解

を
深
め
る
紹
介
動
画
を
制
作

し
て
い
る
。
現
在
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状

況
と
、
完
成
後
の
活
用
方
法

は
。

政
策	

動
画
は
制
作
中
で
あ
り
、
年

度
内
に
完
成
予
定
。
学
校
で

の
上
映
や
特
設
サ
イ
ト
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
公
開
に

加
え
、
図
書
館
や
文
書
館
等

で
も
視
聴
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
く
。

	

観
光
の
通
過
型
か
ら

	

滞
在
型
へ
の
転
換
に
つ
い
て

　
問	

安
曇
野
を
通
過
型
か
ら
滞
在

型
へ
転
換
し
、
通
年
で
稼
げ

る
観
光
産
業
都
市
を
目
指
す

た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方

針
と
体
制
で
推
進
す
る
の
か
。

代
理	

地
域
資
源
を
結
び
滞
在
価
値

を
高
め
、
東ひ

が
し
や
ま山
エ
リ
ア
活
用

や
文
化
財
の
再
生
と
活
用
、

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

強
化
を
進
め
る
。
地
域
資
源

を
活
用
し
、
次
世
代
へ
つ
な

が
る
持
続
可
能
な
観
光
地
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

常念岳の麓の臼井吉見文学館

※
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★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
職
務
代
理
者
→
代
理　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
部
長
→
福
祉　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

一 般 質 問

無所属
中村 芳朗

　
問	

令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
」
は
、
少
子
化
対

策
の
抜
本
的
な
強
化
に
あ
た
り
、
少
子

化
対
策
に
受
益
を
有
す
る
全
世
帯
・
全

経
済
主
体
が
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
新

し
い
分
か
ち
合
い
・
連
帯
の
仕
組
み
と

し
て
、
医
療
保
険
の
保
険
料
と
併あ

わ

せ
て

拠き
ょ
し
ゅ
つ

出
す
る
と
の
こ
と
。
こ
の
制
度
と
、

市
の
国
民
健
康
保
険
の
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
伺
う
。

保
健	

市
の
国
民
健
康
保
険
で
も
従
来
の
医
療

保
険
分
・
後
期
高
齢
者
支
援
分
・
介
護

保
険
分
に
加
え
、
令
和
８
年
度
か
ら
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
の
課
税
を

行
い
、
納
付
金
と
し
て
県
に
納
め
る
こ

と
に
な
る
。
今
後
国
か
ら
示
さ
れ
る
内

容
に
基も

と

づ
き
準
備
を
す
る
。
安
曇
野
市

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
て
協
議

を
い
た
だ
き
、
３
月
の
議
会
定
例
会
に

条
例
改
正
の
提
出
を
考
え
て
い
る
。

　
問	
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
の
新
た

な
課
税
制
度
が
始
ま
る
が
、
以
前
の
議

会
一
般
質
問
の
答
弁
で
、
保
健
医
療
部

長
は
「
国
保
税
率
に
つ
い
て
財
源
不
足

に
よ
る
改
定
は
、
平
成
21
年
度
以
降
税

率
を
上
げ
て
い
な
い
、
基
金
を
取
り
崩

し
て
運
営
を
し
て
き
た
。」
と
答
弁
。
基

金
も
令
和
６
年
度
末
で
２
億
８
千
万
円

余
り
の
残
高
で
、
平
成
30
年
度
と
比
較

し
、
５
億
円
近
く
減
少
し
て
い
る
。
国

保
税
率
の
見
直
し
が
必
要
に
な
る
の
か

伺
う
。

保
健	

最
近
は
、
医
療
の
高
度
化
等
に
よ
り
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
上
昇
し
て
い

く
状
況
な
ど
も
あ
り
、
厳
し
い
運
営
が

予
想
さ
れ
る
。
安
定
し
た
事
業
運
営
を

行
う
た
め
に
は
、
国
保
税
率
の
見
直
し

も
視
野
に
入
れ
、
安
曇
野
市
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
の
中
で
協
議
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

制
度
と
国
民
健
康
保
険

松
本
地
域
振
興
局
管
内
で
の
訓
練
開
催

を
県
に
要
望
を
し
て
い
る
。

　
問	

ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の
配
置
は
。

農
林	

猟
友
会
員
が
市
の
非
常
勤
公
務
員
と
し

て
１
５
０
名
が
活
動
を
し
て
い
る
。
熊

の
出
没
時
に
は
猟
友
会
と
し
て
、
熊
対

策
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
最
善
。

　
問	
撃
退
装
置
の
導
入
に
つ
い
て
見
解
は
。

農
林	
撃
退
装
置
の
効
果
、
設
置
場
所
を
検
討

し
、
有
効
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合

は
、
導
入
を
検
討
し
た
い
。

　
問	

共
存
へ
の
中
長
期
的
な
取
り
組
み
は
。

代
理	

捕
獲
や
駆
除
に
依い

ぞ
ん存

せ
ず
、
人
里
に
寄

せ
つ
け
な
い
環
境
づ
く
り
を
地
域
と
し

て
持
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

　
問	

熊
対
策
と
し
て
果
樹
撤
去
の
費
用
を
支

援
す
る
伐ば

っ
さ
い採

奨し
ょ
う
れ
い励

金
制
度
の
導
入
は
。

農
林	

伐
採
奨
励
金
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は

有
効
。
誘ゆ

う
い
ん因
果
樹
は
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に

も
関
連
す
る
の
で
、
追
い
払
い
隊
の
除

去
班
で
の
対
応
も
考
え
て
い
る
。

　
問	

基
本
的
な
方
針
は
学
習
放ほ

う
じ
ゅ
う

獣
な
の
か
、

あ
る
い
は
捕ほ

か
く
く
じ
ょ

獲
駆
除
を
含
め
て
、
状
況

に
応
じ
て
判
断
さ
れ
て
い
る
の
か
。

農
林	

状
況
に
応
じ
て
判
断
を
し
て
い
る
が
、

県
の
指
導
で
令
和
８
年
11
月
14
日
ま
で

は
基
本
的
に
駆
除
の
方
向
で
考
え
る
。

　
問	

捕
獲
体
制
と
近
年
の
捕
獲
の
実
績
は
。

農
林	

猟り
ょ
う
ゆ
う
か
い

友
会
と
協
議
し
て
、
出
没
し
た
熊
に

対
す
る
対
策
を
検
討
し
、
実
行
に
移
し

て
い
る
。
ま
た
、
熊
の
緊
急
捕
獲
に
係

る
業
務
を
猟
友
会
へ
委
託
し
て
い
る
。

捕
獲
の
実
績
は
、
令
和
５
年
度
４
頭
、

令
和
６
年
度
６
頭
、
本
年
度
５
頭
。

　
問	

緊
急
銃

じ
ゅ
う
り
ょ
う

猟
と
関
係
機
関
合
同
に
よ
る
現

地
対
応
訓
練
に
つ
い
て
。

農
林	

市
独
自
の
緊
急
銃
猟
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
を
進
め
て
い
る
。
関
係
機
関
合
同
に

よ
る
現
地
対
応
訓
練
は
、
実
際
に
緊
急

銃
猟
を
行
う
た
め
に
は
必
要
。
現
在
、

ク
マ
被
害
か
ら
地
域
の

安
全
を
守
る
対
策
強
化
は

無所属
辻谷 洋一

12
安曇野市議会だより    第 81 号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2026.2.19



12 月
定例会

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

市政のここが聴きたい!!

建
設	

残
土
の
仮
置
き
場
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

３
か
所
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
岩
原
山

神
社
の
北
側
に
、資
機
材
の
設
置
ス
ペ
ー

ス
と
し
借
地
を
す
る
予
定
。

　
問	

須
砂
渡
渓け

い
こ
く谷
の
山
岳
観
光
・
自
然
体
験
・

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
、
利
用
者
の
駐

車
場
等
、
土
地
利
用
施
策
に
つ
い
て
。

建
設	

須
砂
渡
渓
谷
の
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
係
る
駐
車
場
整
備
は
、
所
管
部
署
と

連
携
し
、
協
議
す
る
。
ト
ン
ネ
ル
工
事

に
よ
る
残
土
の
発
生
と
、
駐
車
場
整
備

工
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
、
残
土

の
活
用
も
検
討
し
、
安
曇
野
建
設
事
務

所
と
調
整
を
行
う
。

須砂渡トンネル出入口工事予定付近

　
問	

令
和
９
年
度
よ
り
工
事
着
手
す
る
計
画

の
現
在
ま
で
の
進し

ん
ち
ょ
く捗状

況
に
つ
い
て
。

建
設	

令
和
７
年
度
は
、
保
安
林
の
解
除
手
続

き
を
進
め
て
い
る
。
来
年
度
は
保
安
林

の
解
除
後
に
用
地
補
償
の
契
約
を
行
い
、

契
約
完
了
後
、
工
事
着
手
す
る
予
定
。

　
問	

住
民
説
明
会
等
の
地
域
住
民
へ
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

建
設	

岩
原
区
を
対
象
に
地
元
説
明
会
を
開
催

し
、
道
路
の
線
形
や
ト
ン
ネ
ル
の
断
面

構
成
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

説
明
会
で
は
、
有
害
鳥
獣
対
策
で
設
置

し
て
い
る
電
気
柵
の
移
設
等
に
つ
い
て

の
質
問
が
主
な
も
の
で
、
事
業
に
反
対

す
る
意
見
は
特
に
な
く
、
事
業
は
予
定

ど
お
り
進
捗
し
て
い
る
。

　
問	

掘く
っ
さ
く削

等
に
伴と

も
ない

道
路
拡か

く
ふ
く幅

改
良
等
の
地

権
者
へ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

建
設	
令
和
７
年
度
は
買
収
面
積
を
提
示
。
岩

原
山
神
社
の
用
地
も
一
部
買
収
が
必
要

と
な
る
。
県
が
、
神
社
庁
協
議
の
手
続

き
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
８
年
度
、
契

約
を
行
う
予
定
。

　
問	

ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
伴
う
残
土
処
理
用
地

工
事
車
両
等
の
待
避
所
等
に
つ
い
て
。

須す

さ

ど

砂
渡
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
完
成
を

会派 アヅミライ
一志 信一郎

児
童
生
徒
等
の
い
じ
め
・

不
登
校
・
自
殺
対
策
は

　
問	

対
策
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

代
理	

施
策
や
日
々
の
支
援
を
継
続
推
進
す
る
。

教
長	

笑
顔
で
生
活
で
き
る
園
・
学
校
に
努
力
。

　
問	

児
童
生
徒
い
じ
め
実
態
把は

あ
く握

と
対
策
を
。

教
部	

か
ら
か
う
よ
う
な
言
動
や
暴
言
が
最
も

多
い
。 

予
防
的
な
支
援
や
指
導
を
行
う
。

　
問	

児
童
生
徒
不
登
校
実
態
把
握
と
対
策
を
。

教
部	

教
員
・
友
人
と
の
関
係
性
、
学
習
へ
の

不
安
か
ら
の
苦
し
さ
が
多
い
。
自
主
的

な
選
択
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

　
問	

児
童
生
徒
自
殺
実
態
把
握
と
対
策
を
。

教
部	

相
談
し
や
す
い
環
境
を
作
り
、
子
ど
も

た
ち
と
教
職
員
の
意
識
作
り
に
努
め
る
。

　
問	

有
害
鳥
獣
対
策
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

代
理	

農
作
物
被
害
軽
減
と
安
全
確
保
が
目
標
。

農
林	

侵
入
防
止
対
策
、
環
境
整
備
が
方
針
。

　
問	

ク
マ
出
没
マ
ッ
プ
等
の
ク
マ
対
策
を
。

農
林	

県
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。
緊

急
銃

じ
ゅ
う
り
ょ
う

猟
は
体
制
作
り
を
進
め
て
い
る
。

　
問	

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
追
い
払
い
等
の
対
策
を
。

農
林	

緩か
ん
し
ょ
う
た
い

衝
帯
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。
駆
除

は
計
画
的
か
つ
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
。

　
問	

他
の
有
害
鳥
獣
対
策
を
。

農
林	

捕
獲
に
対
し
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
。

　
問	

拠
点
等
の
整
備
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

代
理	

機
運
の
醸じ

ょ
う
せ
い成を

図は
か

り
魅み

り
ょ
く力

を
発
信
す
る
。

政
策	

ア
イ
デ
ア
を
民
間
業
者
か
ら
聞
き
取
る

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
踏ふ

ま

え
、
年
度
内
に
方
向
性
を
決
定
予
定
。

　
問	

対
応
策
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

選
管	

商
業
施
設
等
で
の
期
日
前
投
票
所
設
置

も
考
え
て
い
る
が
、
人
材
確
保
が
課
題
。

総
務	

選
挙
事
務
は
選
管
の
所
管
。
特
に
な
い
。

東部アウトドア拠点整備予定の
龍門渕公園一帯

無所属
林 孝彦

ク
マ
、
サ
ル
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ハ

ク
ビ
シ
ン
、
カ
ワ
ウ
等
有
害
鳥
獣
対
策

明
科
の
東
部
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
等
整
備

選
挙
投
票
率
低
下
現
象
へ
の
対
応
策
は
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★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
職
務
代
理
者
→
代
理　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
部
長
→
福
祉　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

一 般 質 問

　
問	

デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ
み
ん
・
の
る
ー

と
安
曇
野
」
は
交
通
手
段
に
ご
不
自
由

さ
れ
て
い
る
市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
足
と
し
て
日
々
運
行
し
て

い
る
。
令
和
６
年
４
月
か
ら
は
土
日
祝

	

日
の
運
行
が
開
始
さ
れ
、
令
和
７
年
４

月
か
ら
は
観
光
ア
プ
リ
に
経け

い
ろ
け
ん
さ
く

路
検
索
予よ

約や
く

機き
の
う能

を
搭と

う
さ
い載

、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

	

済
も
可
能
に
な
り
利
用
者
の
幅
が
広

が
っ
た
。
現
在
は
Ａ
Ⅰ
型
予
約
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
利り

べ
ん
せ
い

便
性
が
向

上
さ
れ
た
が
、
利
用
時
間
の
集
中
に
よ

る
予
約
の
取
り
づ
ら
さ
や
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
で
き
な
い
人
も
多
い
。
運

う
ん
こ
う
ぎ
ょ
う

行
業

者し
ゃ

も
苦く

り
ょ慮

し
て
い
る
。
現げ

ん
じ
ょ
う
か
だ
い

状
課
題
と
改か

い

善ぜ
ん
た
い
さ
く

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

政
策	

Ａ
Ⅰ
型
予
約
シ
ス
テ
ム
は
、
２
０
１
０

年
か
ら
全
国
的
に
普ふ

き
ゅ
う及
が
進
ん
で
い
る

が
機き

の
う能

と
し
て
ま
だ
ま
だ
発は

っ
て
ん
と
じ
ょ
う

展
途
上
で

あ
る
。
安
曇
野
市
で
の
運
行
台
数
は
16

台
で
利
用
者
は
４
０
０
人
を
超
え
る
日

も
あ
り
人
手
不
足
も
深
刻
な
問
題
。
運

行
業
者
や
シ
ス
テ
ム
提て

い
き
ょ
う
し
ゃ

供
者
と
の
協き

ょ
う
ぎ議

を
重
ね
る
な
か
で
実じ

っ
し
か
の
う

施
可
能
な
改か

い
し
ゅ
う修を

行
っ
て
い
る
。

　
問	

75
歳
以
上
の
料
金
を
１
乗
車
１
０
０
円

に
減
額
で
き
な
い
か
。

政
策	

現
行
の
３
０
０
円
か
ら
１
０
０
円
に
引

	

き
下
げ
た
場
合
の
減
収
額
は
約
６
８
０

	

万
円
と
な
る
。
運
賃
の
減
額
は
、
利
用

促
進
と
い
う
点
で
は
一
定
の
意
義
は
あ

	

る
が
、
運う

ん
ち
ん賃

減げ
ん
し
ゅ
う
ぶ
ん

収
分
の
財ざ

い
げ
ん
か
く
ほ

源
確
保
が
容よ

う

	

易い

で
は
な
い
。
安あ

ん
い易

な
運
賃
引
き
下
げ

	

は
将
来
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
体
に
影え

い

	

響き
ょ
うを

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
土
日
祝

日
運
行
分
の
市
の
負
担
は
２
５
０
０
万

円
増
と
な
っ
て
い
る
。
運
賃
の
減
額
で

	

は
な
く
更さ

ら

な
る
利り

べ
ん
せ
い
こ
う
じ
ょ
う

便
性
向
上
と
健け

ん
ぜ
ん全

財ざ
い

	

政せ
い

を
両
立
し
な
が
ら
現
実
的
な
公
共
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

デ
マ
ン
ド
交
通
・
あ
づ
み
ん

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

無所属
野部 知江

総
務	

市
内
の
公
共
施
設
３
カ
所
に
、
５
台
設

置
し
て
い
る
。

　
問	

災
害
対
応
型
紙
カ
ッ
プ
式
自
販
機
は
、

発
災
後
、
電
気
・
水
道
が
復
旧
し
た
時

点
で
、
お
湯
や
水
の
提
供
が
無
料
で
、

か
つ
特
徴
と
し
て
定
量
が
提
供
で
き
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
粉
ミ
ル
ク
の
調
乳
や
ア
ル

フ
ァ
米
の
調
理
等
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

総
務	
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業
者
か
ら
、
設
置

の
条
件
や
自
販
機
の
仕
様
等
に
つ
い
て

聞
き
取
り
を
行
い
研
究
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例

○
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

無所属
中村 今朝子

危
機
管
理
の
一
層
の
充
実
を

　
問	

２
０
２
２
年
の
国
の
調
査
で
は
、
防
災

担
当
の
女
性
職
員
が
１
割
以
上
の
市
町

村
は
、
女
性
職
員
が
ゼ
ロ
の
市
町
村
に

比
べ
、
女
性
や
乳
幼
児
向
け
用
品
、
介

護
用
品
の
備び

ち
く蓄

割
合
が
高
い
傾
向
が
み

ら
れ
た
。
本
市
の
危
機
管
理
課
の
女
性

職
員
の
現
状
と
、
今
後
の
増
員
予
定
に

つ
い
て
伺
う
。

総
務	

職
員
総
勢
14
名
の
う
ち
３
名
の
配
置
を

し
て
い
る
。
災
害
時
に
は
よ
り
市
民
に

寄
り
添
っ
た
体
制
が
整
え
ら
れ
る
よ
う

考こ
う
り
ょ慮

し
て
い
く
。

　
問	

災
害
発
生
時
の
各
避
難
所
に
お
い
て
、

女
性
が
避
難
所
運
営
に
関か

か

わ
れ
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

危
機	

本
市
に
お
け
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
は
令
和
５
年
の
改
定
で
、「
構
成
員

の
３
割
以
上
が
女
性
と
な
る
避
難
所
運

営
委
員
会
の
立
ち
上
げ
が
望
ま
し
い
。」

と
新
た
に
記
載
し
た
。
周
知
と
理
解
の

促
進
を
図は

か
っ
て
い
く
。

　
問	

災
害
時
に
、
被
災
者
に
対
し
て
無
料
で

飲
料
を
提
供
す
る
被
災
支
援
型
自
動
販

売
機
の
設
置
が
進
ん
で
い
る
。
本
市
の

現
状
を
伺
う
。
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定例会

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

市政のここが聴きたい!!

　
問	

毎
日
約
９
万
人
が
市
内
を
行
き
交か

い
し

通
勤
、
通
学
な
ど
朝
夕
の
移
動
で
、
現

在
の
あ
づ
み
ん
・
の
る
ー
と
が
運
行
し

て
い
な
い
朝
５
時
か
ら
８
時
台
と
夕
方

を
主
と
し
て
、
短
距
離
少
量
運
行
の
定

時
定
路
線
バ
ス
が
主
要
駅
ご
と
を
中
心

に
巡
回
し
、
鉄
道
利
用
を
促そ

く
し
ん進

さ
せ
る
。

家
族
送
迎
の
軽
減
や
車
通
勤
の
交
通
渋

滞
緩か

ん
わ和

に
寄
与
す
る
。
特
に
移
動
の
多

い
モ
デ
ル
地
区
を
選
出
し
、
朝
夕
の
運

行
を
試
行
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

政
策	

現
時
点
で
は
、
新
た
に
鉄
道
の
駅
を
起

点
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
は
予
定
し
て
な
い
が
、
引
き
続
き
必

要
な
移
動
手
段
お
よ
び
最
適
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り
方
に
つ
い
て
短

距
離
少
量
輸
送
も
含
め
研
究
す
る
。

　
問	

安
曇
野
市
は
、
一
人
一
台
で
通
勤
す
る

な
ど
車
移
動
率
が
、
85
・
５
％
と
な
っ

て
お
り
、
車
社
会
か
ら
脱
皮
す
る
べ
く

通
勤
、
通
学
の
鉄
道
利
用
を
促
進
し
、

駅
前
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
Ｊ
Ｒ
と

連れ
ん
け
い携
し
た
利
用
促
進
ク
ー
ポ
ン
の
発
行

に
よ
り
、
駅
前
商
店
や
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
へ
人
の
流
れ
を
新
た
に
作
り
、
に
ぎ

わ
い
が
取
り
戻
せ
る
も
の
と
考
え
る
。

政
策	

車
社
会
か
ら
脱
皮
へ
の
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
、
鉄
道
利
用
者
に
対
し
駅
前
商

店
街
等
で
利
用
す
る
ク
ー
ポ
ン
を
配
布

す
る
施
策
は
、
鉄
道
利
用
者
と
地
域
経

済
の
活
性
化
の
両
面
に
意
義
が
あ
る
。

　
問	

電
気
自
動
車
や
自
動
運
転
の
導
入
と
、

自
動
運
転
路
線
計
画
や
経
済
効
果
は
。

政
策	

電
気
自
動
車
へ
の
移
行
は
、充
電
ス
ポ
ッ

ト
も
考こ

う
り
ょ慮

し
、
運
行
事
業
者
の
意
向
も

踏ふ

ま
え
今
後
検
討
す
る
。
自
動
運
転
は

本
格
導
入
で
き
る
段
階
で
は
な
い
が
、

新
技
術
導
入
の
可
能
性
を
閉
ざ
す
こ
と

な
く
安
曇
野
市
の
実
情
へ
の
適
正
を
研

究
す
る
。

市
民
の
足
を
支
え
る
公
共

交
通
の
活
性
化
へ
再
構
築

無所属
田口 貞夫

ご家族など駅前送迎車での混雑状況

　
問	

安
曇
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

田
沢
駅
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
あ

る
の
か
。

建
設	

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
交

通
の
結け

っ
せ
つ
て
ん

節
点
と
し
て
、
機
能
強
化
を
図

る
駅
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
問	

駅
前
広
場
の
現
状
は
次
の
と
お
り
だ
。

①
部
活
動
の
高
校
生
な
ど
、
夕
方
以
降

も
利
用
す
る
学
生
が
多
い
に
も
関か

か

わ
ら

ず
、
駅
前
広
場
を
十
分
に
照
ら
す
街
灯

が
な
く
、
夜
間
の
安
全
対
策
が
喫き

っ
き
ん緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

	

②
夕
方
の
帰
宅
時
間
帯
・
列
車
到
着
時

に
は
、
学
生
や
通
勤
者
が
ま
と
ま
っ
て

駅
か
ら
出
て
く
る
一
方
、
送
迎
車
両
が

入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
で
停
車
す
る

た
め
、
歩
道
が
な
い
駅
前
広
場
で
、
人

と
車
が
入
り
混
じ
る
状
況
が
発
生
す
る
。

③
駅
前
交
差
点
で
信
号
待
ち
を
す
る
車

列
の
間
を
、
歩
行
者
が
す
り
抜
け
る
形

と
な
り
、
接
触
事
故
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
、
市
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。

建
設	

現
状
を
把
握
し
て
お
り
、
い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
問	

過
去
に
駅
前
広
場
の
整
備
を
検
討
し
た

経
過
は
あ
る
か
。

建
設	

具
体
的
な
検
討
を
行
っ
た
経
過
は
な
い
。

　
問	

駅
前
広
場
は
、
安
曇
野
市
バ
ス
の
発
着

場
で
あ
る
と
と
も
に
、
豊
科
・
大
口
沢

区
の
小
学
生
が
利
用
す
る
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
乗
降
場
で
も
あ
る
。
公
共
交
通

の
利
用
促
進
や
、
通
学
路
の
安
全
対
策

を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
も
、
駅

前
広
場
の
整
備
を
、
計
画
的
か
つ
確
実

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設	

駅
利
用
者
の
安
全
性
向
上
を
目
的
と
し

た
駅
前
広
場
に
つ
い
て
、
整
備
の
方
向

性
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

田
沢
駅
前
広
場
の

整
備
に
つ
い
て

無所属
高橋 健

JR 篠ノ井線田沢駅の駅前広場
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※
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
…
交
通
空
白
地
の
解
消
を
目
的
と
し
て
、
自
治
体
や
非
営
利
団
体
が
主
体
と
な
り
、
自
家
用
車
（
白
ナ
ン
バ
ー
）
で
有
償
運
送
を
す
る
も
の
。

一 般 質 問

　
問	

誰
で
も
通
園
の
利
用
人
数
を
ど
の
程
度

と
試
算
し
て
い
る
の
か
。

教
部	

一
時
預
か
り
事
業
の
実
利
用
人
数
か
ら
、

１
日
当
た
り
２
名
半
程
度
と
試
算
。

　
問	

一
時
預
か
り
と
は
制
度
が
全
く
違
う
。

だ
が
、
す
み
分
け
が
困
難
。
一
時
預
か

り
の
代
替
手
段
と
し
て
利
用
す
る
の
を

ど
う
断
る
の
か
。

教
部	

制
度
上
別
々
だ
が
、
両
方
の
利
用
を
希

望
し
た
場
合
、
条
件
が
合
え
ば
両
方
を

利
用
で
き
る
。

　
問	

１
園
だ
け
で
市
内
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
の
か
。

教
部	

複
数
園
に
専
任
の
保
育
士
を
配
置
す
る

こ
と
が
難
し
い
。
月
45
名
程
度
の
利
用

な
ら
ば
、
１
園
で
対
応
可
能
。

　
問	

一
時
預
か
り
と
は
利
用
料
金
が
大
き
く

異
な
る
。
ど
う
理
解
を
得
る
の
か
。

教
部	
保
護
者
か
ら
の
問
い
あ
わ
せ
が
あ
っ
た

場
合
に
は
丁て

い
ね
い寧

な
説
明
を
す
る
。

　
問	
月
10
時
間
の
上
限
に
は
批
判
が
多
い
。

教
部	

月
10
時
間
で
あ
っ
て
も
適
正
な
保
育
を

実
施
す
る
。

　
問	

配
置
基
準
が
緩
い
こ
と
も
、
こ
の
制
度

が
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
所ゆ

え
ん以
だ
が
。

教
部	

０
歳
児
は
国
基
準
の
３
対
１
。
１
歳
児

は
国
基
準
を
上
回
る
３
対
１
。
２
歳
に

つ
い
て
は
国
基
準
と
同
等
の
６
対
１
。

　
問	

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
や
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
居
宅
訪
問

を
実
施
す
る
体
制
は
。

教
部	

健
康
支
援
課
等
、
関
係
課
と
連れ

ん
け
い携

を
図は

か

り
状
況
を
把は

あ
く握

し
た
上
で
検
討
す
る
。

　
問	

子
ど
も
子
育
て
支
援
金
は
健
康
保
険
料

に
上
乗
せ
さ
れ
て
徴
収
さ
れ
る
。
条
例

改
正
す
べ
き
。

保
健	

国
民
健
康
保
険
税
条
例
案
を
３
月
議
会

に
上
程
す
る
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
負
担
額
は
、
長
野
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
決
定
す
る
。

無所属
遠藤 武文

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を

ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か

誰でも通園制度の実効性は市に委
ゆだ

ねられる

　
問	

あ
ず
み
ん
・
の
る
ー
と
の
混
雑
対
策
と

し
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
補ほ

か
ん完

的
に
活

用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

政
策	

制
度
と
し
て
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
や

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
あ
る
。
公
共
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
は
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
参

入
が
可
能
で
、
供
給
不
足
の
解
消
に
寄き

	

与よ

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
本
市

の
デ
マ
ン
ド
交
通
と
機
能
が
近
く
、
並

走
す
る
と
利
用
者
に
分
か
り
に
く
い
点

が
懸
念
さ
れ
る
。
補
完
活
用
に
は
運
行

範
囲
や
時
間
帯
、
料
金
の
す
み
分
け
が

必
要
だ
が
、
現
時
点
で
は
明
確
化
が
難

し
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
な
ど
課
題
も

多
い
。
全
国
の
導
入
実
態
や
運
行
上
の

課
題
、
既
存
交
通
と
の
兼
ね
合
い
を
踏

ま
え
研
究
を
進
め
る
。

　
問	

運
転
手
不
足
に
対
し
、
市
が
育
成
や
確

保
を
支
援
で
き
な
い
か
。

政
策	

市
の
直
接
雇
用
は
運
行
の
専
門
性
や
人

事
体
制
の
面
か
ら
難
し
い
。
他
の
自
治

体
の
事
例
や
財
政
負
担
の
あ
り
方
を
踏

ま
え
な
が
ら
事
業
者
と
連
携
し
、
支
援

制
度
の
研
究
を
す
る
。

　
問	

民
間
業
者
が
提
供
す
る
配
食
見
守
り
サ

	

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
補
助
は
で
き
な
い
か
。

福
祉	

補
助
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

お
弁
当
を
注
文
で
き
な
い
ほ
ど
生
活
が

苦
し
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
自
立
支
援
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の
で
福
祉
課
あ
る
い

は
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
を
い
た

だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
本
市
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

無所属
今井 美智子

ライドシェアの推進を

乗
務
員
確
保

高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

※
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12 月
定例会

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

市政のここが聴きたい!!

提
供
の
方
法
や
機
会
は
。

保
健	

妊
娠
届
出
時
に
体
調
を
伺
い
な
が
ら
面

談
し
、
多
く
の
書
類
や
情
報
な
ど
を
ま

と
め
た
フ
ァ
イ
ル
を
お
渡
し
て
支
援
全

体
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
気
軽
に
相

談
し
て
ほ
し
い
と
も
伝
え
て
い
る
。

　
問	
若
い
世
代
へ
の
移
住
・
定
住
促
進
策
の

一
つ
と
し
て
「
あ
づ
み
の
自
然
保
育
」

を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
が
、
市
民
の

認
知
は
。

教
部	

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
で

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
感
触
は
良
く
、
市
民
の

認
知
や
理
解
も
年
々
広
が
っ
て
い
る
。

　
問	

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
り
、

支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
と
行
政
や
専

門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
で
あ
る
民

生
児
童
委
員
は
、
全
国
的
に
担に

な

い
手
の

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
が
安
曇
野

市
で
は
ど
う
か
。

福
祉	

定
数
は
２
１
６
人
、
現
在
４
人
の
欠
員

が
あ
る
。
担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
、

負
担
軽
減
の
取
り
組
み
や
、
福
祉
委
員

手
当
の
額
を
含
め
た
処し

ょ
ぐ
う遇

改
善
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

民
生
児
童
委
員
の
公
募
制
を
導
入
し
て

い
る
近
隣
自
治
体
も
あ
る
が
、
現
段
階

で
の
市
の
考
え
は
。

福
祉	

民
生
児
童
委
員
は
、
地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
。
公

募
制
で
そ
れ
を
担
保
す
る
に
は
、
一
定

の
審
査
や
地
元
で
の
客
観
的
評
価
が
重

要
。
公
募
制
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
先

進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
と
し
つ

つ
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
問	

市
か
ら
の
支
援
サ
ポ
ー
ト
全
体
の
情
報

無所属
菊池 久美子

民
生
児
童
委
員
の
公
募
制
を

ど
う
考
え
る
か

産後を心おだやかに過ごせますように

　
問	

朝
夕
１
時
間
の
運
行
時
間
延
長
に
よ
る

年
間
利
用
者
数
と
経
費
の
増
加
予
想
は
。

政
策	

利
用
者
は
９
１
２
０
人
、
経
費
は
約
２

	

５
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
。

　
問	

時
間
延
長
の
朝
の
７
時
台
、
８
時
台
の

便
を
、
利
用
者
増
に
対
応
し
て
定
時
定

路
線
に
し
て
は
ど
う
か
。

政
策	

起
点
や
経
路
を
ど
こ
に
す
る
か
難
し
い
。

　
問	

運
行
時
間
延
長
に
よ
る
高
校
生
の
利
用

増
の
た
め
に
、
子
ど
も
料
金
１
０
０
円

を
高
校
生
ま
で
延
長
し
て
は
ど
う
か
。

政
策	

運
賃
を
減
額
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
マ

ン
ド
交
通
の
利
便
性
向
上
に
努つ

と
め
た
い
。

　
問	

高
齢
者
の
料
金
を
１
０
０
円
と
し
て
、

免
許
返
納
を
促う

な
がし
、
利
用
者
増
に
つ
な

げ
て
は
ど
う
か
。

政
策	

現
在
経
費
の
８
割
を
市
が
負
担
。
利
用

者
増
で
市
の
持
ち
出
し
は
更さ

ら
に
増
え
る
。

　
問	
直
線
距
離
で
10
㎞
以
内
は
乗
り
継
い
で

も
同
一
料
金
と
し
て
、
乗
り
継
ぎ
に
よ

る
負
担
軽
減
を
図は

か
っ
て
は
ど
う
か
。

政
策	

料
金
体
系
の
変
更
は
、
財
源
の
確
保
な

ど
、
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
問	

デ
マ
ン
ド
交
通
と
定
時
定
路
線
を
地
域

イ
ン
フ
ラ
と
位
置
づ
け
、
担に

な

い
手
不
足

の
対
策
の
一
環
と
し
て
、
運
転
手
の
賃

上
げ
直
接
支
援
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

代
理	

賃
上
げ
の
直
接
支
援
は
、
他
自
治
体
の

事
例
も
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

　
問	

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
基
金
残
高

を
見
る
と
、
来
年
度
の
国
保
税
の
引
上

げ
は
不
要
で
は
な
い
か
。

保
健	

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
中
で
協

議
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
給
食
費
の
無
償
化

○
中
小
企
業
の
賃
上
げ
直
接
支
援

デ
マ
ン
ド
交
通
あ
づ
み
ん
の

利
便
性
向
上
を

無所属
臼井 泰彦

全国に広がる中小企業の賃上げ直接支援

国
保
税
の
引
き
上
げ
は
す
べ
き
で
な
い

妊
娠
期
か
ら
育
児
期
の
親
へ
の

支
援
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

「
あ
づ
み
の
自
然
保
育
」
に
つ
い
て
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★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
職
務
代
理
者
→
代
理　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
部
長
→
福
祉　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

一 般 質 問

　
問	

妊
娠
中
や
産
後
に
頼
れ
る
親
戚
等
が
い

な
い
場
合
や
、
身
体
的
・
精
神
的
負
担

を
感
じ
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
考
え
対

応
す
べ
き
か
。

教
部	

令
和
６
年
４
月
か
ら
子
ど
も
家
庭
支
援

課
内
に
安
曇
野
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

	

ー
を
設
置
。
妊
産
期
か
ら
子
育
て
期
の

不
安
や
悩
み
に
母
子
保
健
担
当
と
児
童

福
祉
担
当
が
連
携
し
、
一
体
的
に
支
援
・

相
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
問	

入
園
や
一
時
預
か
り
に
代
わ
る
託
児
と

し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
で
１
日
８

時
間
を
定
期
的
に
依
頼
し
て
よ
い
か
。

教
部	

積
極
的
な
受
入
れ
は
想
定
し
て
い
な
い
。

あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
協
力
会
員
の
皆
さ
ん
に
無
理
の
な
い

範
囲
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
問	

託
児
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
案
内
強
化

や
手
続
の
利
便
性
を
高
め
る
支
援
は
可

能
か
。
利
用
費
助
成
を
行
う
考
え
は
。

教
部	
出
産
、
乳
児
期
の
子
育
て
家
庭
の
大
変

さ
は
認
識
し
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
事

務
手
続
き
が
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
も

の
に
な
る
よ
う
見
直
し
た
い
。
入
園
で

き
な
か
っ
た
場
合
の
費
用
や
、
上
の
子

を
見
な
が
ら
の
家
事
等
の
負
担
の
大
き

さ
は
以
前
か
ら
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

利
用
費
の
助
成
は
、
実
施
す
る
財
源
も

踏ふ

ま
え
、
実
現
可
能
か
ど
う
か
研
究
を

し
た
い
。

　
問	

家
事
支
援
に
つ
い
て
、
社
協
の
し
あ
わ

せ
・
あ
づ
み
ん
や
民
間
の
家
事
代
行
等

の
情
報
提
供
の
支
援
は
可
能
か
。
利
用

費
の
助
成
を
行
う
考
え
は
。

教
部	

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
必
要
な
方
に

家
事
支
援
の
事
業
所
等
の
一
覧
を
配
付
。

そ
の
他
可
能
な
も
の
は
積
極
的
に
情
報

提
供
を
行
い
た
い
。
利
用
費
の
助
成
は

財
源
の
検
討
も
踏
ま
え
、
可
能
性
を
研

究
す
る
。

妊
娠
期
か
ら
産
後
の
生
活
や

託た

く

じ児
の
支
援
に
助
成
を

無所属
吉澤 茉帆

子育てのスタートに生活の支援を

　
問	

国
に
指
示
権
を
付ふ

よ与
し
た
地
方
自
治
法

改
正
か
ら
約
１
年
半
が
経
過
し
た
が
、

地
方
に
画
一
的
に
政
策
を
お
ろ
し
て
く

る
国
と
地
方
自
治
体
と
の
関
係
は
も
は

や
対
等
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

代
理	

国
と
地
方
自
治
体
は
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有

の
役
割
と
権
限
を
担に

な

う
対
等
の
関
係
と

さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
国
の
制
度
改

正
や
新
た
な
政
策
の
追
加
が
自
治
体
の

負
担
増
と
な
り
、
様
々
な
課
題
が
出
て

く
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合

は
市
長
会
を
通
し
て
意
見
や
要
望
を
国

に
伝
え
て
い
る
。

　
問	

教
員
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
背

景
に
つ
い
て
ど
う
見
る
か
。

教
長	

近
年
は
、
児
童
生
徒
が
抱
え
る
課
題
や

取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、

個
別
の
対
応
や
各
家
庭
と
の
連れ

ん
け
い携
も
必

要
。
社
会
の
変
化
も
速
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
た
教
育
活
動
等
新
た
な
学

び
の
環
境
づ
く
り
に
も
忙
し
い
。

　
問	

部
活
動
の
地
域
展
開
は
教
員
の
負
担
軽

減
策
と
し
て
合
理
的
と
は
限
ら
な
い
の

で
い
っ
た
ん
推
進
を
停
止
し
て
様
子
を

見
て
は
ど
う
か
。

教
長	

国
と
県
の
指
針
の
も
と
進
め
て
い
る
部

活
動
の
地
域
展
開
が
現
場
へ
の
負
担
や

地
域
の
受
け
皿
不
足
な
ど
多
く
の
課
題

を
生
じ
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
子

ど
も
た
ち
が
望
む
能
力
伸し

ん
ち
ょ
う長

の
た
め
と

教
員
が
よ
り
大
事
に
し
た
い
授
業
に
注

力
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
教
育
を

問
い
直
す
好
機
だ
と
見
て
い
る
。

　
問	
豊
科
南
小
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
建

物
確
保
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

教
部	

校
舎
南
側
の
旧
バ
ス
車
庫
付
近
に
設
置

が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
令
和
８
年

度
中
に
建
設
に
着
手
で
き
る
よ
う
に
見

込
ん
で
い
る
。

部
活
動
の
地
域
展
開
を

い
っ
た
ん
停
止
で
き
な
い
か

無所属
木船 潤一

平日も含め完全展開が済んだ部活もある。
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12 月
定例会

※
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
N
P
O
、
民
間
企
業
、
専
門
職
な
ど
と
連
携
し
、
ゴ
ミ
出
し
、
買
い
物
、
移
動
支
援
な
ど

	

を
解
決
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
人
材
。

市政のここが聴きたい!!

　
問	

市
整
備
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
は
距
離
が
長
く
、
調
査
で
も
短

距
離
を
望
む
声
が
多
い
。
自
転
車
利
用

の
促
進
は
、
自
転
車
を
保
有
し
て
い
る

が
、
ふ
だ
ん
乗
ら
な
い
人
に
ど
う
や
っ

て
乗
っ
て
も
ら
え
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

そ
こ
で
、
公
園
や
道
祖
神
、
わ
さ
び
田
、

カ
フ
ェ
な
ど
を
巡
る
１
時
間
程
度
の
周

遊
ル
ー
ト
を
新
設
し
、
誰
も
が
気
軽
に

楽
し
め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

商
工	

既き
せ
つ設
３
コ
ー
ス
は
21
〜
32
キ
ロ
と
長
く
、

初
心
者
に
は
難
度
が
高
い
と
の
調
査
結

果
が
あ
り
、
既き

ぞ
ん存

の
半
分
程て

い
ど度

の
距き

ょ
り離

を
望の

ぞ

む
意
見
が
多
か
っ
た
。
今
後
は
既

存
コ
ー
ス
を
生い

か
し
な
が
ら
、
利
用
者

が
気
軽
に
楽
し
め
る
新
た
な
コ
ー
ス
設

定
に
つ
い
て
協
議
し
、
検
討
を
進
め
て

い
く
。

　
問	

県
道
３
１
６
号
の
コ
ン
ビ
ニ
北
側
に
横

断
歩
道
が
な
く
、
通
学
児
童
や
住
民
が

危
険
に
晒さ

ら

さ
れ
て
い
る
。
交
通
量
も
多

く
事
故
も
複
数
発
生
し
て
い
る
。
今
後

は
最
大
８
名
が
通
学
す
る
見
込
み
の
た

め
、
県
・
警
察
と
連れ

ん
け
い携

し
た
横
断
歩
道

設
置
を
強
く
要
望
す
る
。

建
設	

当と
う
が
い該
箇
所
に
つ
い
て
は
地
域
か
ら
要
望

が
出
さ
れ
て
お
り
、
公
安
委
員
会
に
設

置
を
求
め
て
き
た
が
、
条
件
が
合
致
せ

ず
設
置
の
回
答
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
地
域
の
強
い
要
望
が
あ
る
た
め
、

市
と
し
て
も
引
き
続
き
横
断
歩
道
設
置

を
働
き
か
け
て
い
く
。
調
査
や
改
善
の

必
要
性
を
踏ふ

ま
え
、
安
全
確
保
に
向
け

た
関
係
機
関
と
の
連
携
を
継
続
す
る
。

会派 アヅミライ
増井 裕壽

白き道　まだ無き場所に　子の声を

自
転
車
観
光
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

県
道
３
１
６
号
梓
橋
田
沢
停
車

場
線
の
横
断
歩
道
に
つ
い
て

　
問	

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
住
み
続
け
ら
れ

る
地
域
で
あ
る
た
め
に
は
、
官
民
協
働

で
地
域
資
源
を
開
発
し
、
多
様
な
支
え

手
が
必
要
。
地
域
包
括
支
援
体
制
充
実

に
向
け
て
、
課
題
解
決
の
実
例
は
。

福
祉	

高
齢
者
個
人
の
生
活
課
題
を
医
療
・
介

護
関
係
者
、
民
生
児
童
委
員
、
住
民
で

解
決
方
法
を
検
討
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
地
域
ケ
ア
会
議
を
実
施
し
て

い
る
。
集
約
さ
れ
た
課
題
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
会
議
で
協
議
し
資
源
開
発

に
つ
な
げ
て
い
る
。
実
例
と
し
て
、
民

間
企
業
と
地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る

連
携
協
定
の
事
業
化
が
あ
り
、
現
在
36

団
体
と
協
定
を
締て

い
け
つ結
し
て
い
る
。

　
問	

単
身
、
高
齢
者
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者

が
増
加
す
る
中
、
社
会
参
加
を
主
体
的

に
進
め
、
世
代
を
超
え
た
地
域
づ
く
り

を
行
う
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
現

状
と
課
題
は
。

福
祉	

日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
穂
高
地
域

で
は
、
介
護
事
業
所
の
空
き
車
両
と
民

間
事
業
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し

た
送
迎
付
き
の
通
い
の
場
創
設
の
事
例

が
あ
る
。
一
方
で
、
支
え
手
と
し
て
参

加
で
き
る
人
材
不
足
が
課
題
。

　
問	

支
え
合
い
事
業
体
制
整
備
補
助
金
の
活

用
状
況
、
高
齢
者
が
担に

な

い
手て

と
し
て
活

動
す
る
場
の
状
況
は
。

福
祉	

地
区
公
民
館
を
拠
点
に
し
た
健
康
麻マ

ー
ジ
ャ
ン雀、

熱
中
症
予
防
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
段
差

解
消
等
、
社
会
参
加
し
や
す
い
環
境
調

整
を
行
っ
て
い
る
。
要
介
護
高
齢
者
が

講
師
と
し
て
野
沢
菜
漬
け
教
室
を
行
っ

た
事
例
が
あ
り
、
要
介
護
状
態
で
あ
っ

て
も
支
え
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
仕
組

み
を
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
通
じ
て
、
今
後

も
広
げ
て
い
く
。

無所属
丸山 健太

地
域
包
括
支
援
体
制
の

充
実
に
つ
い
て

※
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※
サ
ブ
ス
ク
（
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
）
…
月
単
位
ま
た
は
年
単
位
で
定
期
的
に
料
金
を
支
払
い

	

利
用
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

一 般 質 問

　生前の太田寛市長が大事にした飛耳長目（ひじちょうもく）という言葉のとおり、卓越した情報収集力と
深い洞察、的確な判断力を備えた稀

け う

有なリーダーでした。突然その存在を失ったことは、議会としても哀
あいせき

惜
の念に堪えられません。市長が安曇野に注がれた志を受け継ぎ、市民に資

し

する議会にしてまいります。
安曇野市議会　一同

追悼　安曇野市長　太田  寛 さん

　
問	

お
昼
寝
布
団
や
お
む
つ
な
ど
、
レ
ン
タ

ル
や
サ
ブ
ス
ク
な
ど
の
仕
組
み
を
導

ど
う
に
ゅ
う入

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
あ

る
園
で
は
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
を
水
筒
に

入
れ
て
持
参
し
て
ほ
し
い
と
求
め
ら
れ

た
一
方
、
別
の
園
で
は
そ
の
よ
う
な
依

頼
は
な
い
と
聞
く
。
事
業
を
実
施
す
る

全
園
共
通
で
、
運
用
の
統
一
と
負ふ

た
ん担

軽け
い

減げ
ん
を
図は

か
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
部	

在
園
児
と
比
べ
、
園
の
利
用
日
数
が
少

な
い
一
時
預
か
り
事
業
を
利
用
し
て
い

る
保
護
者
に
お
い
て
は
、
持
ち
物
を
負

担
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
負
担
軽
減
の
た
め
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
し
た
場
合
に
は
、
物ぶ

っ
ぴ
ん品

管
理
方

法
や
費
用
負
担
な
ど
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
保
護
者
と
園
の

双そ
う
ほ
う方
か
ら
希
望
を
聞
く
な
ど
し
て
、
引

き
続
き
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、
一
部

の
園
に
お
い
て
持
参
を
依
頼
し
て
い
る

ミ
ル
ク
用
の
お
湯
に
つ
い
て
は
、
園
に

あ
る
ポ
ッ
ト
等
で
対
応
す
る
と
い
う
こ

と
で
改
善
を
し
て
い
く
。

　
問	

利
用
料
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
窓

口
で
の
支
払
い
に
限
ら
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決け

っ
さ
い
ど
う
に
ゅ
う

済
導
入
に
向
け
た

課
題
も
含
め
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

教
部	

現
在
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い

て
は
、
市
の
会
計
担
当
部
署
が
検
討
を

進
め
て
い
る
状
況
。
今
後
導
入
段
階
と

な
れ
ば
、
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
け
る

よ
う
に
進
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
市し

せ
い
し
こ
う

制
施
行
（
合
併
）
20
年
の
総そ

う
か
つ括
を

○
ダ
メ
ご
み
問
題
の
進し

ん
ち
ょ
く捗と

今
後

○
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

一
時
預
か
り
事
業
の

改
善
に
つ
い
て

無所属
矢澤 毅彦

※
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○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

丸
山
　
健
太

小
林
　
　
浩

菊
池
久
美
子

田
口
　
貞
夫

高
橋
　
　
健

今
井
美
智
子

木
船
　
潤
一

野
部
　
知
江

吉
澤
　
茉
帆

遠
藤
　
武
文

矢
澤
　
毅
彦

中
村
　
芳
朗

大
竹
　
啓
正

辻
谷
　
洋
一

増
井
　
裕
壽

臼
井
　
泰
彦

一
志
信
一
郎

平
林
　
　
明

林
　
　
孝
彦

内
川
　
集
雄

中
村
今
朝
子

増
田
望
三
郎

陳　情
第８号

診療報酬・介護報酬及び障害福祉
サービス等報酬 10％以上の引き上げ
を求める陳情書

12/19 採　択 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

陳　情
第９号

豊科地区ホテル建設計画に関する十
分な説明と住民意見の反映を求める
陳情書

12/19 不採択 × × × × × × 〇 × × × × × × × 〇 × × × 〇 × × 議

陳　情
第10号

「消費税減税を求める意見書」の提
出を求める陳情書 12/19 採　択 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 議

陳　情
第12号

穂高地区における高層ホテル建設計
画に関する陳情書 12/19 不採択 〇 × 〇 × × × 〇 × 〇 × × × × × 〇 〇 × × 〇 × × 議

議員提出
第８号

診療報酬・介護報酬及び障害福祉
サービス等報酬 10％以上の引き上げ
を求める意見書

12/19 原案
可決 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

議員提出
第９号 消費税減税を求める意見書 12/19 原案

可決 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 議

議　案
第139号

令和７年度安曇野市一般会計補正予算
（第５号） 12/19 原案

可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 議

議員提出
第10号

東京電力柏崎刈羽原発６、７号機の再
稼働の見直しと近隣県民の意思の確
認を求める意見書

12/19 否　決 〇 × 〇 × × × 〇 × 〇 〇 × × 欠 × × 〇 × × 〇 × × 議

議員名

議案名

全議案のうち賛否が分かれた議案等

令和7年 12月定例会

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

27号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（令和７年６月 21 日発生の事故に関すること） 受理

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

99号 監査委員の選任について 同意

  10 月臨時会の結果です令和7年 第１回臨時会

※賛否の分かれた議案はありませんでした。

議案第99号	監査委員の選任につき、内
うちかわ

川 博
ひろふみ

文氏、野
のもと

本 博
ひろゆき

之氏、遠
えんどう

藤 武
たけふみ

文氏（議会）に同意しました。

人事案件について
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議会から市長に政策提言

提言１　防犯カメラなどの防犯対策と
　　　　安全安心なまちづくりについて	 総務環境委員会

（１）防犯カメラの設置に関しては、必要性・有効性と、個人情報保護・プライバシー保護とのバランスを十分に
考慮する必要があるので、市はアンケート調査や意見公募などを通じて、市民の意見を十分に聴くこと。そ
して、本市の実情にも鑑

かんが
み、司法関係者などの有識者を含む検討委員会などで慎重に検討すること。

（２）市民の安全安心を確保するために、安曇野市防犯灯設置要綱を見直し、電柱がなくて暗い場所や暗い通学路
などに、防犯灯を必要に応じて計画的に増設すること。

（３）安全安心なまちづくりに関する意識を高めていくために、市民への防犯カメラや防犯灯などの防犯対策の周
知啓発をさらに進めること。

　市議会では、３つの常任委員会がそれぞれ本市の課題をテーマに選定し、１年～２年を
かけて調査・研究を重ねました。各委員会でまとめた政策提言案を全議員による政策討
論会に諮

はか

り、「政策提言」にまとめ、令和７年９月 18 日に市長へ提出しました。

※政策提言は第５期安曇野市議会議員任期中のものです。

提言書はこちら→

９月 18 日の手交式にて

提言２　子どもの権利の理念を推進する
　　　　具体的施策に関する提言	 福祉教育委員会

（１）子どもの権利について、条例で規定する子どもの権利の日を中心に、講演会などを通じて、市民へ周知・啓
発の取り組みを行うこと。子ども向けと大人向けのリーフレットを作成し、周知・活用すること。

（２）子ども向けの相談窓口の周知徹底及び機能強化を図
はか

るとともに、子どもの権利侵害に関する救済機関の設置
を早急に検討すること。

（３）子どもが主体的に自分の考えを述
の

べることができるよう、意見形成や政策づくり、学校及び地域活動等に積極
的に関われるよう支援すること。子どもまちづくり委員会等の子どもや若者が主体となる場を構築すること。

（４）市民や各種団体と連携して、子どもたちが自然体験、伝統文化・芸術、スポーツ、ＩＣＴなどの活動を通じ
て多様な価値観に触れ、学べる機会を提供・支援すること。

提言３　持続可能な安曇野の農業を目指して
	 経済建設委員会

（１）安曇野の田園風景を守るため、異業種法人も含めて農業への参入を推進すること。農業法人や個人で就農す
る希望者の移住定住促進住宅（空き家対策）の拡充や農業バイトマッチングを整備し、段階的な農業参入を
後押し、若手農業者の経営力向上を目指す若手リーダー育成塾等を設け、人材育成をすること。それらの高
みを目指し、地域農業の中核を担う JA 等の組織と連携を密にして実効性のある支援をすること。

（２）担
にな

い手の減少や高齢化による担い手不足の解消に向けた、農業メンター制度の導入や支援農業ガイドブック
を作成し、継承者・新規就農者に周知すること。

（３）スマート農業の推進やインフラ農業施設（農道・水路等）の整備を推進し補助金制度の充実を図ること。
（４）付加価値の高い有機農業、伝統野菜等のブランド化に向け、産学連携に取り組むこと。
（５）農業交流人口の拡大拡充、子どもたちに地域農業に触れる体験的な学習機会の充実を図った食育と農業者を

結び付けた制度を体系的に導入すること。

報 告
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会派名 所属議員数 交付額 決算額
支出内容

返金額調査研究 研修 資料作成	
資料購入 広報広聴等

日本共産党	
安曇野市議団 3 210,000 210,000 18,630 4,800 186,570 0

会派　あづみ野 4 280,000 32,400 32,400 247,600

会派　さきがけ 4 280,000 28,740 26,340 2,400 251,260

会派　きぼう 3 210,000 201,845 5,940 195,905 8,155

会派　クレール 3 210,000 188,103 115,173 44,120 28,810 21,897

小林 純子 1 70,000 70,000 280 4,000 14,215 51,505 0

増田 望三郎 1 70,000 70,000 700 69,300 0

合　　計 19人 1,330,000 801,088 141,793 66,750 89,265 503,280 528,912

・政務活動費は議員の調査研究や研修等のために必要な経費の一部として、会派または個人に対し、議員１人あ
たり年額 12 万円が交付されます。

・令和７年度は議員改選により、任期満了の 10 月まで１人あたり７万円（７か月分）が交付され、令和７年 10
月 22 日の任期終了時で清算しました。

・表中の「広報広聴等」には、会議、要請・陳情活動等に要した費用が含まれています。
・政務活動費の収支報告書および領収書等については、議会ホームページで公表しています。

また、議会事務局でも閲覧できます。
議会ホームページへ

政務活動費収支報告
令和７年度　政務活動費の実績内訳表（４月～10月）   （単位：円）

議会だよりモニター    　募集 !!

活動内容	    ・議会だよりについての意見
	    ・議会だよりに関するアンケート等に回答
	    ・モニター座談会への参加
定　　員	    20 人以内
対　　象	    市内に住所を有する中学生以上（令和８年４月１日時点）の人
任　　期	    令和８年４月１日から令和９年３月 31 日まで
申し込み	    ３月５日（木）までに申込書を持参、郵送、ファックス、電子メー

ルにより、議会事務局へ提出してください。
	     申込書は議会事務局窓口・議会ホームページから入手できます。

申し込み先	 安曇野市議会事務局  
	   住所：〒 399-8281 安曇野市豊科 6000 番地　電話：0263-71-2156
	   ファックス：0263-71-2150　E-mail：gikai@city .azumino.nagano. jp
	   ※議会だよりモニターには報酬等はありません。
	   ※ご意見は紙面づくりに使用し、匿名で公表させていただく場合があります。

募集要項
議会だよりの紙面づくりに

あなたの声を !!
ご応募お待ちしています

大

議会だよりモニター HP
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ずくだせ！議会だより

本会議
（閉会日）

常任委員会
（総務環境）

議会運営委員会
・全員協議会

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

本会議
（開会日）

日 月 土火 水 木 金

議会運営
委員会

32 4 5 6 7

24 25 26 27

全員協議会

28

98

15

10 11 12 13 14

1716

本会議
（一般質問）

3/1

21

22 23

18 19

10 11 12 13 14

15 1716 18 19 20
本会議

（常任委員会・補正裁決）

（　　　）建国記念
の日

（天皇誕生日）全員協議会（予算説明）
全員協議会
（予算説明）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（質疑・委員会付託）

2/8 9

転
職
活
動
を
行
う
際
に
、
自
己
分
析
の

一
環
と
し
て
真
剣
に
考
え
た
こ
と
の
一

つ
で
す
。

　
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
明
科
に
引
っ
越
し
て
か
ら
始

め
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー

る
バ
レ
ー
で
す
。
三
角
形
に
近
い
変
形
し
た
ボ
ー
ル

を
打
ち
合
う
競
技
で
、
相
手
か
ら
返
っ
て
き
た
ボ
ー

ル
を
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
か
ら
レ
シ
ー
ブ
し
ま
す
。

変
形
し
た
ボ
ー
ル
の
た
め
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
し
た
ボ
ー

ル
が
ど
こ
に
飛
ぶ
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
面
白
さ
が

あ
り
、
比
較
的
ラ
リ
ー
も
長
く
続
く
色
ん
な
年
代
の

方
が
一
緒
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

楽
し
い
と
思
え
る
の
か
と
深
く
考

え
て
み
た
と
こ
ろ
、
夢
中
で
気
を

つ
か
わ
ず
、
自
分
の
感
情
を
素
直
に
出
し
て
い
る
か

ら
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
私
は
普
段
、
比
較
的
ま
わ
り
の
目
を
気
に
す
る
方

で
、
行
動
や
言
動
に
注
意
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
れ
は
自
分
の
特
徴
で
す
が
、

そ
う
し
て
い
る
間
は
「
楽
」
な
気
持
ち
で
は
な
く
、

そ
れ
ば
か
り
が
続
く
と
精
神
的
な
疲
れ
を
た
め
て
し

ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
て
い
る
時
は
仲
間
と
ボ
ー
ル
を
つ

な
い
で
打
っ
て
拾
っ
て
、
喜
ん
で
悔

し
が
っ
て
笑
っ
て
、
誰
の
目
も
気
に
せ
ず
素
直
な
自

分
で
い
ら
れ
ま
す
。
自
分
が
頑
張
っ
て
上
げ
た
ト
ス

を
仲
間
が
決
め
た
時
な
ん
て
も
う
最
高
に
楽
し
い
で

す
！
自
分
の
感
情
、
喜き

ど怒
哀あ

い
ら
く楽
の
「
楽
」
を
真
剣
に

考
え
た
こ
と
で
、
こ
の
時
間
は
自
分
に
と
っ
て
と
て

も
大
切
な
時
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。

市
議
会
議
員
選
挙
で
は
多
く
の
新
人
の
方

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
に
な
ら
れ
て

か
ら
は
お
そ
ら
く
「
楽
」
な

気
持
ち
で
は
な
い
時
間
が

大
半
を
占し

め
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
時
に
は

自
分
に
と
っ
て
「
楽
」
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
を

作
っ
て
い
た
だ
き
、
安
曇
野

市
の
た
め
に
奮ふ

ん
と
う闘
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　安曇野市議会第６期最初の『議会だより』を
お届けします。
　今期、議会広報特別委員会の委員長を務

つと

める
ことになりました。よろしくお願い申し上げます。
　今期は、正副委員長以外は初めて広報委員を
務めるフレッシュな顔ぶれで、編集にあたります。
　市民のみなさまに議会活動が分かりやすく伝
わるよう、記事の構成や写真の選定に至

いた

るまで、
委員一同で真剣に議論し、もっと伝わりやすく、
読み応えのある紙面を目指し、これからも工夫と
試
し

行
こうさくご

錯誤を重ねていきます。
　全国各地の広報誌が読めるアプリ『マチイロ』
でもお気軽に。安曇野市議会を少しでも身近に
感じていただけたら幸いです。

議会広報特別委員会 委員長
矢澤 毅彦

議会広報特別委員会
　委 員 長　矢澤毅彦　副 委 員 長　増井裕壽
　委 　 員　丸山健太　菊池久美子　田口貞夫　高橋　健
　　　　　　今井美智子　木船潤一　野部知江　中村芳朗

山
や ま も と

本　耕
こ う じ

司さん

（明科）

市議会３月定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随
ず い じ

時受け付けています。定例会ごとの締め切りは、開会日の
原則10日前です。開会時間は本会議10：00～、常任委員会・全員協議会（予
算説明）は9：00～です。日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

ワンバウンドふらばーるバレー競技の様子

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で見よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
お子さまと一緒でも傍聴いただけます。

公職選挙法に基
も と

づき、議員の寄附
の禁止を徹

て っ て い

底します
地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附をすることは禁止です。
『寄附　しない、させない、求めない』
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「
心
か
ら
　 

し
い
と
思
え
る
こ
と
」
は
何
か
？

こ
れ
は

ど
う
し
て

プ
レ
ー

秋
の

楽
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